
位置図 事業の目的

現状の問題

幅員が狭い!! 線形が悪い!! 縦断勾配がきつい!!

地震や津波災害時の避難所へアクセスする重要な道路
なのに・・・

村で事業を行うにあたり、事業規模が大きく、技術的にも
難しいことから県が代行事業として行っています。

事業概要

【 一級村道26号線 （釜谷） 】

延長〇〇〇〇600m

幅員〇〇〇〇全幅5.0m 車道4.0m×1

事業費〇〇〇約4億8千万円

事業期間〇〇R1～R9年度(予定)

酒

線形・縦断勾配が悪い!!

幅員狭小!!

↑至 釜谷 ←至 釜谷

↑至 内浦



芦谷改良事業【一般国道３４５号 (仮称)新鵜泊トンネル】

釜谷集落から避難所に向かう現道 通行の支障となるヘアピンカーブ

事業の進捗について

・令和元年度に事業着手しました。
・令和５年度から工事に着手し、起点から70mの区間で道路を供用しました。
・令和７年度から上記区間以降の道路改良工事及び、舗装工事を実施しており、事業進捗を図っています。
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【 一級村道26号線 （釜谷） 】

↑至 避難所
↑至 釜谷
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